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気になる通信インフラの動向
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

あなたはどっちの味方?

『NTT VS 郵政省』

人気アイドルグループSMAP

が出てくるNTTのテレビコマ

ーシャルの最後に「遠距離通

話料金、2000年までに3分

100円を目指して」といった

コピーが流れている。すぐに消

えてしまうが、意外と憶えて

いるもので、このコピーがなん

だか気になっていた。個人的

には市内通話を安くしてもら

えればありがたいのだが、なん

でめったに使うことのない遠距

離電話にこだわっているのだろ

うか。その疑問は本書で氷解

した。公共企業体の1つであ

った電電公社が民営化して

NTTとなった経緯や、しばし

ば起こる分割論争、通信の自

由化以降のNCCとの問題、

話題のOCN構想などを、監

督官庁である郵政省との対立

を中心に描いている。そして、

同じように公共企業体から民

間企業に変貌した英国のブリ

ティッシュテレコム社、米国

における通信の独占的位置に

いながら企業の分割を行った

AT&Tのケースを取り上げ、

NTTはどうあるべきかを問う。

先の「3分100円」は95年度

に立てられたNTTの計画のな

かで、市外電話料金の引き下

げ目標としてあげられていた。

本書ではこれを分割阻止戦術

とみている。分割派との駆け

引きだ。インターネットの行

く末は、NTT抜きには語れな

い。専用線が高いと嘆いてい

るならば読んでおきたい。
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『図解 60分でわかる
電子マネー』

『3月18日、Microsoft社

は財務アプリ「Mic roso f t

Money」を用いたホームバン

キング市場戦略のシステム

Open Financial Connectivity

（OFC）を発表した。同アプ

リを使うと、インターネットや

公衆電話回線経由で銀行に直

接接続してホームバンキングが

可能となる』。こんな記事が、

電子メール新聞（インターネ

ットウォッチ）で飛び込んで

くる昨今、ネットワークと電

子マネー、電子決済などをめ

ぐる状況は刻々と変化してい

る。これを経済評論家側から

解説しているのが本書である。

モンデック

ス、Ecash、ファーストヴァ

ーチャル、セキュリティファー

ストネットワークバンクなどの

ICカードやネットワークを使っ

た電子マネーのしくみを簡単

に解説する。暗号化などの技

術的な話はなく、コンピュー

タやネットワークに詳しくない

人も概要をつかみやすい。し

かし、コンピュータ用語も解

説なく出てくるため、まった

くのコンピュータ初心者には受

け入れられないかもしれない。

本書では、インターネットに

こだわらず、専用ネットワー

クを使った株式取引や、ネッ

トワークで実現する仮想的な

証券取引所の紹介、そして電

子商取引（EC）としてのEDI

とCALSを解説する。電子マ

ネーを取りまく概況を通勤時

間で知りたい方に最適。

通勤時間に理解する電子マネー

『快適インターネットの
ためのプロバイダーの見
極め方』

インターネットサービスプロ

バイダーの優劣は一概にはつ

けがたい。しかし、自分に合

ったプロバイダーを見つけ

るには、各プロバイ

ダーの情報を収集す

ることが大切である。

賢明なる読者は、本誌の

データページなどを参考にし

ているだろう。本書もプロバ

イダー選びの情報提供に一役

買ってくれる。52のプロバイ

ダーにアンケートを送り、25

プロバイダーの百数項目にも

のぼる情報を集め、それが何

を意味するかを解説している。

このなかにはプロバイダー選び

に使えそうなデータもあるが、

プロバイダー側自身が提供す

る情報がほとんどで、実際の

ユーザーの快適度が推し量れ

る情報は少ない。そのため、

本書で基礎的な情報を収集し

た後アクセスポイント情報やダ

イアルアップ回線の話中度な

どを本誌で補完することが必

要になるだろう。資料編では

わいせつ画像

掲載の

ホームペー

ジ摘発事件を取

り上げ、プロバイダーへ

の規制について書いているが、

警察が電子メールサーバーを

押収したことを著者は釈然と

しないとしている。ならば、こ

の視点で、プロバイダーは利

用者のプライバシーをどこまで

守れるのか、プライバシー面

で安心できるプロバイダーとは

どこかというように内容が展開

すれば、さらに楽しめたはず

だ。残念。

ついに出た「プロバイダーの選び方」
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『はじめてのJAVA』

初心者向けの

Ja v a の入門書。

WWWでJavaを使

うメリットやJavaの文

法について解説している。

C言語程度の予備知識があ

れば、C++などのオブジェク

ト指向言語の知識がなくても

十分に理解できるようになっ

ている。前半は、Java入門と

して特徴やメリットを解説し、

さらにWWWブラウザーと連

携したときのしくみや効果を説

明する。Netscape Navigator

2.XでJavaのアプレットを使

ったページを見ながらJavaが

できることを説明するため、

WWWブラウザーがないと、

Javaに何ができるのかがつか

みにくい。また、重要ではあ

るが本文で解説したくないイ

ンターネット、ハイパーテキス

ト、公開鍵暗号などの項目を

コラムにしているが、特に、

第1章では文章量が多いため

コラムで本文が細切れになっ

てしまっている。レイアウトの

工夫がほしいところだ。後半

はJDK（Java Devel-oper's

Kit）を使ってアプレットを作

れるように、文法を解説して

いる。サンプルのソースコード

を解説しながら文法を説明す

る形をとっており、順に読ん

でいくには読みやすいが、リフ

ァレンスマニュアル的に文法を

検索するには向いていない構

成だ。なお、開発にはJDKを

使い、音声データはWAV形

式からの変換が説明されてい

るように、ウィンドウズユーザ

ー向けである。

JAVAのプログラミング入門

『テッド・ターナー
CNNを創った男』

コンピュータ業界のサクセ

スストーリーの主人公がビル・

ゲイツなら、放送メディア界

での主人公はテッド・ターナ

ーに違いない。ナンバーワンを

目指して挑んできたテッドの半

生は、アメリカンドリームを体

現したものと言っていいだろ

う。彼は、4度のヨットマン・

オブ・ザ・イヤー受賞者で世

界的なヨットレース「アメリカ

ズ・カップ」の優勝スキッパー

（艇長）、大リーグ「アトラン

タ・ブレーブス」を買収して優

勝させ、プロバスケットのアト

ランタ・ホークスのオーナー、

そして女優ジェーン・フォンダ

を妻にもち、24時間ニュース

を放映して80年代に大躍進を

遂げたケーブルテレビ局CNN

を生み出した男という肩書き

をもつ。本書では、メディア

ビジネス戦略を中心にスポーツ

チーム、ヨットクルーの話、さ

てはラブロマンスと彼の多面的

な行動が余すところなく描か

れており、400ページを超える

ボリュームを感じさせない。昨

年12月14日、米3大ネット

ワークのNBCとマイクロソフ

ト社が提携し、24時間放映

のニュース専門局「MSNBC」

を設立することを発表した。

情報処理産業と放送メディア

のジョイントが進むなか、CNN

の動向は目が離せない。今後

の動向を占ううえでも、CNN

を生み出したテッド・ター

ナーを知っていて損

はない。

米国放送界の風雲児

本の行く末を温かく語る

『本はどのように
消えてゆくのか』

メディアとしての本をこよな

く愛する思いが感じられるエッ

セイ集。CD-ROMやインター

ネットなどいろいろな電

子的書物が現れるな

か、「紙に残される

インクのシミとして

の活字本は今後どうな

っていくのだろうか」とい

う一般的な疑問に対し、出版

社で本を作ってきた筆者が13

編のエッセイをとおして答えて

いる。いずれも、自らのDTP

体験やエキスパンドブック、

WWWのホームページ作りを

とおして、電子本の世界を体

感しているからこそ書けるもの

であるが、技術論だけに陥る

ことなく、えも言われぬ活字

本への愛情が伝わってくる。

私も、辞書の類はいまや電子

本であることは当たり前で、

ことあるごとに山積みされた

CD-ROMの中から広辞苑を探

すのだが、それが小説になる

と、ディスプレイでの読破に

はいささか辟易する。どうせ

なら岩波文庫の版組で読みた

いと感じたことがある。そんな

思いを感じる活字フェチなら、

この本を楽しめるはずだ。ボ

イジャー社のエキスパンドブッ

クに比べ、HTMLやTeX、

Acrobatなどはあまり評価され

ていない。ネットワークよりエ

キスパンドブックに期待されて

いる点などに不満は残るもの

の、きわめて素直にデジタル

出版をとらえている。
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